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日本映画製作者連盟（映連）の2025年「映画産業統計」（2026年1月

発表）によると、2025年の観客数は1億8875万6000人で、前年（2024

年）の130.7%、興収は2744億5200万円で前年比132.6％、興収の
公開を開始した2000年以降、歴代最高を記録した。これらの数字か
らは、他の国が、未だコロナから十分に回復できていない中、日本の映
画業界が目覚ましい回復ぶりを見せていることが感じられる。
日本映画の興行収入は2075億6900万円（前年比133.2％）で、前年
2024年の1558億円を大きく上回り、歴代最高を更新した。一方、外
国映画は668億8300万円で、依然としてコロナ前（2019年）の56%

程度にとどまっている。とはいえ、前年を30%以上上回り、復調の兆し
が見えてきた。日本映画と外国映画の興収のシェアは75.6：24.4で、コ
ロナ以後、圧倒的に日本映画が強い状況が続いている。
2025年に注目されたのは、何といっても『国宝』である。興行収入では
391.4億円をあげたアニメーション映画『劇場版「鬼滅の刃」無限城編 

第一章 猗窩座再来』が圧倒的な強さを見せたが、『国宝』は徐々に公
開館数を広げ、実写映画で歴代1位となる195.5億円を上げ、2026

年に入っても上映が続いている。興収が10億円を超える作品は50本
で、全興収の73.7％を占めている。（2024年62.9％）

映画館数・スクリーン数
─
2025年のスクリーン数は3739スクリーンで、前年から30スクリーン増
加し、映画館数は597館で3館増加している。2016年から2025年の
10年間では、館数は9館、スクリーン数は234スクリーン増加している。
シネマコンプレックス（シネコン）が24館265スクリーン増加し、「シネコン
以外」の映画館は15館31スクリーン減少している。
シネコンは3328スクリーンで、全スクリーンの89%を占めている。館数
でも、2011年以降はシネコンが「シネコン以外」の館数を上回り、2025

年はシネコン367館、シネコン以外230館、シネコンが61％となってい
る。
20年前、2005年の映画館数は806館であったが、その後10年間で
200館以上減少、2016年には588館となっている。映画館のデジタル
化が進められた2011~2013年の2年間で約80館減少したが、2025

年の映画館数は597館で、この10年間は映画館数に大きな変化はみ
られなかった。
コロナ禍後、2020~2025年の5年間で閉館した映画館数はシネコン
が18館（149スクリーン）、シネコン以外では約30館で、コロナの影響で
特に閉館数が増えているという状況にはない。逆に、2020~2025年
で29館のシネコンが開館、シネコン以外でも25館が開館（移転・再開は
含まない）しており、これまでのところはコロナの影響は映画館の減少と
いう形では現れていない。
→ fig.01

観客数・入場料金
─
2025年の観客数は、1億8875万6000人、興行収入は2744億
5200万円、いずれも前年を30％以上上回っている。実写映画歴代最
高記録を更新した『国宝』に、アニメーションでは、400億円には届か
なかったものの興収391.4億円の大ヒットとなった『劇場版「鬼滅の刃」
無限城編 第一章 猗窩座再来』、100億円を越えた『名探偵コナン隻
眼の残像（フラッシュバック）』や『劇場版「チェンソーマン レゼ篇」が続き、
「ドラえもん」「クレヨンしんちゃん」といったシリーズなども好調で、10億
円を越える作品は日本映画で38本、外国映画で12本、計50本に上
った。（22P参照）

入場料金の平均は2020年以降、上昇を続け、2025年は1454円とな
った。2023年6月に大手のシネコンチェーンであるTOHOシネマズと
Tジョイが映画鑑賞料金を一般料金は2000円としたのに続き、他のシ
ネコンでも一般料金2000円となり、シネコン以外の映画館でも、他の
物価や光熱費の上昇に合わせる形で入場料金の値上げに踏み切る
映画館が増えている。
→ fig.02
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スクリーン数 シネコン シネコン
以外

1993 1,734

1994 1,758

1995 1,776

1996 1,828

1997 1,884

1998 1,993

1999 2,221

2000 2,524 1,123 1,401

2001 2,585 1,259 1,326

2002 2,635 1,396 1,239

2003 2,681 1,533 1,148

2004 2,825 1,766 1,059

2005 2,970 1,956 1,014

2006 3,062 2,230 832

2007 3,221 2,454 767

2008 3,361 2,677 684

2009 3,398 2,741 657

2010 3,475 2,817 658

2011 3,496 2,871 625

2012 3,365 2,803 562

2013 3,362 2,853 509

2014 3,416 2,933 483

2015 3,467 3,035 432

2016 3,505 3,063 442

2017 3,531 3,109 422

2018 3,570 3,154 416

2019 3,627 3,197 430

2020 3,669 3,235 434

2021 3,688 3,249 439

2022 3,672 3,244 428

2023 3,682 3,257 425

2024 3,709 3,291 418

2025 3,739 3,328 411

前年比 30 37 -7

fig.01  スクリーン数の推移（1993-2025）
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─「日本映画産業統計」（日本映画製作者連盟）、『映画上映活動年鑑』（コミュニティシネマセンター）参照

fig.02  観客数の推移（2016-2025）

入場者数
（千人）

前年比 平均入場
料金（円）

2016 180,189 13,559 1,307

2017 174,483 -5,706 1,310

2018 169,210 -5,273 1,315

2019 194,910 25,700 1,340

2020 106,137 -88,773 1,350

2021 114,818 8,681 1,410

2022 152,005 37,187 1,402

2023 155,535 3,530 1,424

2024 144,441 -11,094 1,433

2025 188,756 44,315 1,454
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─「日本映画産業統計」（日本映画製作者連盟）参照
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種類別にみる映画館数・スクリーン数の変化
─

シネマコンプレックス（シネコン）

シネコンは363館3328スクリーンで最も多く、全スクリーン数（3739）の
89%を占めている。10年間で24館265スクリーン増加している。
2000年代に入ってから2008年までは、毎年20~30館のペースでシネ
コンがつくられてきたが、2009年以降はそのスピードは緩やかになり、
2014年以降、2021年までは年間5~10館が開館、コロナ後の2022

年に開館した映画館は2館のみであったが、2024年は5館、2025年
は「シネマサンシャイン三郷」(埼玉 )、「イオンシネマ須坂」(長野 ) 、「イ
オンシネマ土岐」(岐阜 )、「シネマワールドららぽーと安城」(愛知 )、「イ
オンシネマ松江」(島根 ) 、「MOVIX広島駅」の6館が開館、2026

年にも東京、名古屋、岩手県北上市などで開館が続く。
一方、2022年以降は、毎年1~3館が閉館している。2022年には「デ
ィノスシネマズ旭川」（北海道）、「大津アレックスシネマ」（滋賀）、「イオン
シネマ西大和」（奈良）、2023年には「フォーラム八戸」と「佐久アムシネ
マ」、2024年には「MOVIX三郷」(埼玉 )が閉館している。2025年
には「ユナイテッド・シネマ枚方」(大阪 )、「ユナイテッド・シネマ熊本」、「イ
オンシネマ津」(三重 )、「109シネマズ高崎」(群馬 )の4館が閉館した。

─
既存興行館

既存興行館は58館128スクリーンとなり、10年間で、映画館数28館
減、スクリーン数76スクリーン減となっている。2010~2014年、映画上
映のデジタル化が進み、デジタルシネマ機の導入という大規模な設備
投資に耐えられない既存興行館の閉館が続き、2010年に176館あっ
た館数は5年間でほぼ半減、2020年には67館まで減少したが、現在
は落ち着いた状況となっている。
既存興行館の中には、ミニシアター的なプログラム編成に変えてシネコ
ンのプログラムとの差異化を図る映画館が増え、閉館した既存興行館
が別の運営団体によって再開される例も増えている。また、「新しい」
既存興行館の開館もあり（「シネマサンライズ日立」(茨城 )、「大川シネマホ

ール」（福岡）等）、従来の「シネマコンプレックス」「既存興行館」「ミニシ
アター/名画座」という分類で映画館の現状を把握することが難しくな
っている。

─
ミニシアター /名画座

ミニシアター /名画座は、147館252スクリーンで、この10年間で32

館64スクリーン増加している。2022年以降、「ストレンジャー」（東京・
墨田区）、「シモキタ-エキマエ-シネマ K2」（世田谷区）、島根県益田市
の閉館した映画館を再開した「小野沢シネマ」、「キノシネマ神戸国際」
（「神戸国際松竹」跡）、「キノシネマ新宿」（「EJアニメシアター」跡）、また、

「扇町キネマ」（大阪）、「シネマ203」（和歌山）、「シネマポスト」（下関）、
「キノシネマ心斎橋」(大阪 )、「小田原シネマ館」(神奈川 )、「金星シ
ネマ」(静岡 )といったミニシアターが開館し、2025年には、埼玉県さ
いたま市に2階以上にシェアハウスが入る新しい形の映画館「OttO」
が開館、12月には東京・神保町に2スクリーンの「シネマリス」が開館し
た。大阪市には「シアターエミュ」、沖縄県那覇市では那覇空港内に
短編を中心に上映プログラムを組む「ファミンチュシアター」が開館した。
また、2012年に閉館した「テアトル徳山」が2025年「シネマ・ヌーヴェ
ル」として生まれ変わった。
映画館とは異なる上映の場、あるいは新しい形の映画館ともよぶべき
場も次々に生まれている。鳥取県湯梨浜町では元小学校の教室をリノ
ベーションした「ジグシアター」が2021年7月から上映を始め（月10日間

程度）、秋田市には古民家を改装した「アウトクロップシネマ」（2021）、
岡山県真庭市には「ビクトリィシアター」（2022）、長野県伊那市には“宿
泊可能な複合施設”「赤石商店」（月1週間程度）がつくられ、岩手県
宮古市では蔵をリノベーションした「シネマ・デ・アエル」が2016年に上
映を開始している。2026年にも「ル・シネマ・キャトル」（北海道・東川町、
約20席）、「Yet Cinema Club」（福岡、約15席）、「シネマドア」（鳥取、
20席）が開館する。このような、従来の「興行」とは異なる上映の場を
つくる動きは、今後も増えていくものと思われる。
他方、2025年には「湯本駅前ミニシアター Kuramoto」（福島県いわき
市）、「大須シネマ」（名古屋）、「刈谷日劇」（愛知県刈谷市）、2026年に
入って「シネマカリテ」（新宿）、「シネ・リーブル池袋」が閉館、「サツゲキ」
（札幌市）、「新世界国際劇場」（大阪）、「福山駅前シネマモード」（広島
県福山市）が閉館を発表している。
成人映画館は、25館31スクリーンとなり、10年間で半減している。

デジタルシネマ機の導入から10年を経て、映画館は新しい機材への
更新、買換えの時期を迎えている。1台1000万円近い大規模な設備
投資が必要であり、既存興行館やミニシアターのように小規模な映画
館にとって、これをどう乗り切るかが喫緊の課題となっている。さらに、
ミニシアターや既存館が入る建物や設備の老朽化も進んでおり、建て
替えによって閉館を余儀なくされる映画館も出ている。2025年、映画
業界全体としては歴代最高の興行収入を記録したが、一定の作品に
観客が集中する傾向が進み、業界全体の好況に乗り切れず、コロナ
の影響を脱しきれていない映画館も少なくない。コロナ後の2023年以
降に経営状況が深刻化している映画館もあり、予断を許さない状況が
続いている。
→ fig.03, 04
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fig.03 種類別映画館数（サイト数）の変化（2005-2025）
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fig.04 種類別スクリーン数の変化（2005-2025）
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2005 2016 2021 2022 2023 2024 2025 2016 
↓

2025

シネマコンプレックス 233 343 360 359 360 363 367 61% 24 

ミニシアター 107 115 136 136 140 142 147 25% 32 

　ミニシアター 83 82 99 99 104 103 107 25 

　名画座 18 15 15 15 14 13 13 -2 

　元・既存興行館 6 18 22 22 22 26 27 9 

既存興行館 359 86 67 66 64 62 58 10% -28 

　既存興行館 355 76 55 53 52 50 46 -30 

　 2005年以降に開館
した既存興行館

4 10 12 13 12 12 12 2 

成人映画館 107 44 33 29 28 27 25 4% -19 

シネマコンプレックス以外 573 245 236 231 232 231 230 39% -15 

合計 806 588 596 590 592 594 597 9 

2005 2016 2021 2022 2023 2024 2025 2016 
↓

2025

シネマコンプレックス 1,956 3,063 3,249 3,244 3,257 3,291 3,328 89% 265 

ミニシアター 167 188 240 241 244 246 252 7% 64 

　ミニシアター 135 145 183 184 189 181 186 41 

　名画座 21 16 17 17 15 14 14 -2 

　元・既存興行館 11 27 40 40 40 51 52 25 

既存興行館 723 204 159 152 147 139 128 3% -76 

　既存興行館 714 182 136 128 124 117 106 -76 

　 2005年以降に開館
した既存興行館

9 22 23 24 23 22 22 0 

成人映画館 123 50 40 35 34 33 31 1% -19 

シネマコンプレックス以外 1,013 442 439 428 425 418 411 11% -31 

合計 2,969 3,505 3,688 3,672 3,682 3,709 3,739 234 
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地方別にみる種類別映画館数・スクリーン数
─
2025年の全国の映画館数は597館で、10年間で9館増加している。
スクリーン数は3739スクリーンで234スクリーン増となっている。関東
地方を除くすべての地方で人口は減少しているが、北海道・東北地方
は8.3％減少、中国・四国地方は7.2％減少となっており、他の地方に
比べて人口の減少率が高く、減少率上昇の速度も速い。映画館数・
スクリーン数の増減は人口の増減に対応しており、スクリーン数の偏
在、地域的不均衡が年ごとに進んでいる。
この10年間で映画館数が増えているのは関東地方と近畿地方、中
国・四国地方、九州・沖縄地方で、九州・沖縄地方ではこの10年間
で6館64スクリーン増加している。全人口、全映画館数に占める各地
方のシェアを比較すると、中部地方と九州・沖縄地方が人口シェアに
比べてスクリーンシェアが1％以上高い。
この10年間でスクリーン数が減少したのは、北海道・東北地方で7館
10スクリーンの減少となっている。

ほとんどの地域において「シネコン」は、映画館数、スクリーン数ともに
増加しているが、北海道・東北地方では2館4スクリーン減となってい
る。この10年間では、関東地方が12館133スクリーン増、中部地方
が5館41スクリーン増、九州・沖縄地方でも7館61スクリーン増と大
幅に増加している。
「シネコン以外」の数値は、ほとんどの地方で館数、スクリーン数ともに
減少しているが、「ミニシアター/名画座」はいずれの地方も10年前よ
り増加している。この10年間で40館以上のミニシアター /名画座及
び既存興行館が開館しており、東京・大阪・名古屋・京都・広島といっ
た大都市以外でも、那珂市（あまや座）、青梅市（シネマネコ）、上越市（高
田世界館）、上田市（上田映劇/トラウム・ライゼ）、伊東市（金星シネマ）、丹
波市（エビスシネマ）、益田市（小野沢シネマ）、下関市（シネマポスト）、唐
津市（シアターエンヤ）、沖縄市（シアタードーナツ、シネプラザハウス1954）

等々、20万人以下の中小市町村でのミニシアターの開館も続いてい
る。
「既存興行館」はこの10年で、すべての地方で減少し、関東で10館
27スクリーン減、中部地方は8館17スクリーン減、近畿地方4館16ス
クリーン減となっている。2025年には、東京「丸の内TOEI」、盛岡市
「盛岡ピカデリー」、刈谷市「刈谷日劇」といった永年地域に親しまれて
きた既存館が閉館している。

─　　　　
人口規模と映画館

全市町村1719のうち、映画館があるのは306市町村18%にとどまっ
ている。80％以上の1413市町村には映画館が存在せず、人口5万
人未満の市町村の95%、1161の市町村には映画館が1館もない。
14~15ページの地図をみてもわかる通り、映画館の空白地域が拡大
している。これは、当たり前のことと思われるかもしれないが、文化を享
受する権利において地域格差が生じていること、取りわけ、子どもたち
の映画体験に大きな格差が生じるという点では大きな問題である。一
方で、前述のように、中小都市において、新たに小規模映画館や定期
的な上映の場をつくろうとする動きが増えている。これは、興行収入や
観客動員数といった経済原理だけでははかることのできない、地域に
おける上映活動の重要性を示す証左であると考えられる。このような
上映活動を支えるためにも実態に対応した支援プログラムの実現が求
められる。
→ fig.05, 06 

fig.05 映画館がある市町村の数（2025）

─ ＊該当する人口規模の市町村のうち映画館がある市町村の割合

人口規模 市町村数 シェア 映画館がある 
市町村の数

割合＊ 映画館数 シェア

100万人以上 12 1% 12 100% 170 28%

50万～100万人 16 1% 16 100% 52 9%

30万～50万人 45 3% 42 93% 90 15%

20万～30万人 37 2% 30 81% 53 9%

10万～20万人 152 9% 95 63% 118 20%

5万～10万人 241 14% 56 23% 59 10%

5万人未満 1216 71% 55 5% 55 9%

1719 306 18% 597
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─人口：各都道府県発表（各年10月1日現在）参照          
─映画館数・スクリーン数：「日本映画産業統計」（日本映画製作者連盟）、『映画上映活動年鑑』（コミュニティシネマセンター）参照

fig.06  地方別にみる種類別映画館数・スクリーン数の変化（2016-2025）

2025 2024 2016 2016→2025 2024→2025

映画館 スクリーン 映画館 スクリーン 映画館 スクリーン 映画館 スクリーン 映画館 スクリーン
北海道・東北地方 北海道・東北地方の人口
シネマコンプレックス 38 300 38 297 40 304 -2 -4 0 3 2025 13,099,813

　ミニシアター 9 21 9 21 9 20 0 1 0 0 2016 14,291,572

　既存興行館 13 29 14 32 14 32 -1 -3 -1 -3 増減（人） -1,191,759

　成人映画館 0 0 2 2 4 4 -4 -4 -2 -2 増減率（%） -8.3%
シネコン以外 22 50 25 55 27 56 -5 -6 -3 -5 

北海道・東北地方合計 60 350 63 352 67 360 -7 -10 -3 -2 

関東地方 関東地方の人口
シネマコンプレックス 127 1,194 127 1,194 115 1,061 12 133 0 0 2025 43,627,245

　ミニシアター 59 98 57 95 51 78 8 20 2 3 2016 43,149,873

　既存興行館 14 26 16 30 24 53 -10 -27 -2 -4 増減（人） 477,372

　成人映画館 4 7 4 7 5 8 -1 -1 0 0 増減率（%） 1.1%
シネコン以外 77 131 77 132 80 139 -3 -8 0 -1 

関東地方合計 204 1,325 204 1,326 195 1,200 9 125 0 -1 

中部地方 中部地方の人口
シネマコンプレックス 71 651 68 626 66 610 5 41 3 25 2025 20,478,470

　ミニシアター 23 33 23 33 17 24 6 9 0 0 2016 21,416,202

　既存興行館 8 24 8 24 16 41 -8 -17 0 0 増減（人） -937,732

　成人映画館 6 6 6 6 10 10 -4 -4 0 0 増減率（%） -4.4%
シネコン以外 37 63 37 63 43 75 -6 -12 0 0 

中部地方合計 108 714 105 689 109 685 -1 29 3 25 

近畿地方 近畿地方の人口
シネマコンプレックス 55 516 55 516 54 498 1 18 0 0 2025 21,825,501

　ミニシアター 21 44 20 43 15 29 6 15 1 1 2016 22,505,356

　既存興行館 11 28 11 28 15 44 -4 -16 0 0 増減（人） -679,855

　成人映画館 9 10 9 10 11 12 -2 -2 0 0 増減率（%） -3.0%
シネコン以外 41 82 40 81 41 85 0 -3 1 1 

近畿地方合計 96 598 95 597 95 583 1 15 1 1 

中国・四国地方 中国・四国地方の人口
シネマコンプレックス 31 252 30 243 30 236 1 16 1 9 2025 10,416,818

　ミニシアター 15 23 14 22 10 16 5 7 1 1 2016 11,225,673

　既存興行館 5 8 5 8 8 17 -3 -9 0 0 増減（人） -808,855

　成人映画館 2 2 2 2 4 5 -2 -3 0 0 増減率（%） -7.2%
シネコン以外 22 33 21 32 22 38 0 -5 1 1 

中国・四国地方合計 53 285 51 275 52 274 1 11 2 10 

九州・沖縄地方    九州・沖縄地方の人口
シネマコンプレックス 45 415 45 415 38 354 7 61 0 0 2025 13,859,665

　ミニシアター 20 33 19 32 13 21 7 12 1 1 2016 14,416,581

　既存興行館 7 13 8 17 9 17 -2 -4 -1 -4 増減（人） -556,916

　成人映画館 4 6 4 6 10 11 -6 -5 0 0 増減率（%） -3.9%
シネコン以外 31 52 31 55 32 49 -1 3 0 -3 

九州・沖縄地方合計 76 467 76 470 70 403 6 64 0 -3 

全国    全国の人口
シネマコンプレックス 367 3,328 363 3,291 343 3,063 24 265 4 37 2025 123,307,512

　ミニシアター 147 252 142 246 115 188 32 64 5 6 2016 127,005,257

　既存興行館 58 128 62 139 86 204 -28 -76 -4 -11 増減（人） -3,697,745

　成人映画館 25 31 27 33 44 50 -19 -19 -2 -2 増減率（%） -2.9%
シネコン以外 230 411 231 418 245 442 -15 -31 -1 -7 

全国合計 597 3,739 594 3,709 588 3,505 9 234 3 30 
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2005 映画館数合計　807

2005 シネコン シネコン
  以外
北海道 12 24
青森県 5 6
岩手県 1 9
宮城県 6 7
秋田県 2 8
山形県 4 7
福島県 3 9
茨城県 5 16
栃木県 4 8
群馬県 4 4
埼玉県 10 12
千葉県 11 23
東京都 14 99
神奈川県 17 18
新潟県 5 11
富山県 4 4
石川県 3 2
福井県 3 4
山梨県 2 7
長野県 3 19
岐阜県 5 6
静岡県 4 19
愛知県 18 29
三重県 5 7
滋賀県 5 2
京都府 3 15
大阪府 12 41
兵庫県 6 28
奈良県 5 2
和歌山県 1 8
鳥取県 1 4
島根県 1 3
岡山県 1 12
広島県 5 17
山口県 3 7
徳島県 1 5
香川県 2 2
愛媛県 6 3
高知県 1 4
福岡県 13 16
佐賀県 2 3
長崎県 2 6
熊本県 4 11
大分県 3 6
宮崎県 1 7
鹿児島県 2 4
沖縄県 3 10
合計 233 574＝1館 ＝5館 ＝10館

５館以上密集している市町村は
下記のように表記した

fig.07 

全国映画館地図（2005 ／ 2025）
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2025 映画館数合計　597

2025 シネコン シネコン
  以外
北海道 11 9
青森県 4 2
岩手県 2 4
宮城県 8 1
秋田県 2 3
山形県 7 1
福島県 4 2
茨城県 10 5
栃木県 7 2
群馬県 5 3
埼玉県 25 3
千葉県 22 3
東京都 34 49
神奈川県 24 12
新潟県 7 3
富山県 4 2
石川県 7 1
福井県 3 2
山梨県 1 2
長野県 7 9
岐阜県 6 3
静岡県 11 5
愛知県 25 10
三重県 7 3
滋賀県 4 1
京都府 6 8
大阪府 23 11
兵庫県 10 14
奈良県 3 0
和歌山県 2 4
鳥取県 1 3
島根県 2 1
岡山県 3 2
広島県 9 7
山口県 4 3
徳島県 2 1
香川県 3 2
愛媛県 6 1
高知県 1 2
福岡県 18 7
佐賀県 2 2
長崎県 3 1
熊本県 7 3
大分県 4 6
宮崎県 2 3
鹿児島県 4 3
沖縄県 5 6
合計 367 230
  

＝1館 ＝5館 ＝10館

５館以上密集している市町村は
下記のように表記した


